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要         旨 

 本論文の目的は,学校教育における能動性主義が子どもの「生」の自

由にもたらす影響を、筆者自身の実践記録に現れた子どもの授業経験

に定位しつつ,省察するなかで,むしろ受動性が満つる授業空間として

のホーム(home)が子どもの生の自由を保障する可能性を明らかにする

ことである. 

１章では,「空間と経験」が孕む両義性と教育の意味を考察し、つづ

く２章では,教育の営みとホーム概念とが節合可能性を考察した.３章

では,授業空間としてのホームがどのように立ち現われているか,93

年,97年,2000年の３つの事例を再読実践した.４章では,生を養う営み

としての教育の実現可能性を、25年前と23年前の卒業生２名,当時の子

どもの声を傍らで聴き取ってきた,元養護教諭らが語る,授業経験の痕

跡を追うインタビュー調査によって考察した.５章は,自由の実践とし

ての授業空間のあり様と学校教育における実現可能性をモンテッソー

リ教育と大人の科学クラブを展開する科学教育の実践家２名のインタ

ビュー調査によって考察した. 

以上の結果,授業におけるモノ・コト・ひと等の媒介作用を活性化す

る援助者,媒介者たる有機的知識人としての教師役割が授業空間として

のホーム創出の鍵となることを論じた.  
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